
株式会社 不二越

環境レポート 2011



不二越 富山･滑川･東富山事業所は、地球環境の保全が人類共通の重要課題と認識し、機械工具・軸受・

油圧・ロボット・特殊鋼・精密機械・工業炉などの「ものづくり」をとおして、よりよい地球環境をめざした改善活動

を推進します。      　

1． 事業活動における環境影響をつねに認識し、環境マネジメントシステムの継続的改善と汚染の未然防止 

　 を推進する。      　 

2． 環境目的および目標につぎの重点項目を設定してとり組み、定期的に見直しを行なう。     　　  　

　（1）環境に配慮した商品づくり 

　（2）地球温暖化防止とエネルギー消費量の削減

　（3）廃棄物の削減とリサイクルの推進

　（4）化学物質の削減

3． 事業活動に適用される関連法令およびその他の同意した事項を順守し、必要に応じて自主基準を設け、

　 管理する。

4． 環境教育や社内広報活動を通じ、当事業所に働く又は当事業所のために働く全従業員に環境方針

　の重要性を周知し、環境意識の高揚に努める。

5． 環境方針は事業所外へも開示し、地域社会とのコミュニケーションをはかる。

　不二越 富山･滑川･東富山事業所 環境方針          

 登録内容 切削工具、工作機械、

 ベアリング、油圧機器、　

 ロボット、超精密機械、

 自動車用ソレノイドバルブ、　

 工業炉、コーティング、　　　　

 及び特殊鋼の開発、設計、製造

 登録機関 日本環境認証機構

 登録番号 EC01J0025

 登録範囲 富山事業所、滑川事業所、東富山事業所

 (マテリアル事業部、部品事業部）、

 ㈱不二越情報システム、

 ㈱ナチマシナリーエンジニアリング、

 ㈱ナチ北陸、

 ㈱ナチサーモテック

2010年12月 1日
株式会社 不二越　環境統括責任者
　　　　　　　　 　　常務取締役

登録証

不二越　環境方針

ISO14001認証内容
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会社概要
会社名

創 立

社 長

本社・富山事業所

東京本社

資本金

連結売上高

グループ企業

グループ人員

主な事業

株式会社 不二越  商 標 NACHI

1928年12月21日  決算期 11月30日

本間 博夫

富山市不二越本町１丁目１番１号 〒930-8511

Tel.076-423-5111

東京都港区東新橋１丁目９番２号 汐留住友ビル17階 〒105-0021

Tel.03-5568-5111

160億円

1,348億円（うち 海外売上高506億円）

53社 国内27社（うち エンジニアリング5社、販売7社、生産11社、一般事業4社）

　　 海外26社（うち 販売10 社、生産16社）

5,500人 54社（うち 不二越単独 2,620人）

マシニング事業 　切削工具、塑性加工工具、切断工具

  　工作機械、超精密加工機械、機械加工システム

ロボット事業 　ロボット、ロボットシステム、電子機器

機能部品事業 　ベアリング、油圧機器、カーハイドロリクス、免震システム

      フィルトレーションシステム

マテリアル事業    特殊鋼、コーティング、工業炉

1,348 億円

工 具
16%

ロボット
5%

ベアリング
44%

506 億円
アジア・

オセアニア・
中近東
60%

北米・中南米
28%

ヨーロッパ
12%

油圧機器
18%

8%

工作機械・
超精密加工機械

9%

特殊鋼・
工業炉
ほか
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これまでのとり組み

環境管理組織

1991年

1993年

1999年

2000年

2001年

2002年

 
2003年
 

2004年
　
　
　
　

2005年

2006年

2007年
 

2008年
　
　
　

2009年
　
　

2010年

内部環境監査
　年に1～2回、内部環境監査員が各職場を相互監
査し、環境管理プログラムの実施状況と、環境関連設
備の保全・点検状況を確認しています。

外部審査機関による
ISO14001更新審査
　日本環境認証機構により、これまで、富山・滑川・東
富山事業所がISO14001の認証を取得しています。
マネジメントシステムをさらに改善し、2010年3月に3回
目となる更新審査を受審しました。

内部環境監査員を養成
　社内外の研修をとおして、内部環境監査員の養成
とレベルアップをはかっています。 

　社内で実施する内部監査と、第三者機関によ
る外部監査をとおして、環境負荷を継続的に低
減し、改善活動のベルアップをはかっています。

環境監査チェック

内部環境監査責任者

内部環境監査員

環境統括責任者

環境管理責任者

環境委員会

EMS推進委員会

部 門 長

環境推進責任者
EMS推進委員

各 部 署

推進事務局

事 務 局
安全環境室

工具・真空熱処理炉が「資源エネルギー庁長官賞」を受賞    

生産総括部に「環境保全室」を新設し、環境問題対応を強化　環境委員会を発足    

ドライ・セミドライ加工に適した「エコ&ECO工具」を開発　「環境ニュース」を社内報に連載   

環境基本方針を発表　環境マニュアルを制定    

富山事業所がISO14001の認証を取得　研削スラッジ固形化装置導入    

富山・滑川事業所がISO14001の認証を取得
研削スラッジ固形化装置2号機導入し、24時間連続運転開始    

富山・滑川・東富山事業所がISO14001の認証を取得
受電装置や変圧器を省エネ型に更新    

富山・滑川・東富山事業所がISO14001の更新審査を受け、認証を継続    
国内グループ企業10社がISO14001の認証取得 
極微量の油によるミスト加工を可能にしたＭＱＬ加工システムを開発
小型油圧装置（省エネ型）を社内設備に導入開始
自動逆洗付フィルター採用（廃フィルターの産業廃棄物削減）   

国内グループ企業1社、海外グループ企業1社がISO14001の認証取得
「不二越 企業市民ルール」を制定　化学分析室を新設　塩素系洗浄剤を全廃    

海外グループ企業2社がISO14001の認証取得　新エネルギー装置を試験的に導入    

富山事業所が「消防庁長官賞」を受賞  
富山・滑川・東富山事業所がISO14001の2回目の更新審査を受け、認証を継続    

油圧・可変ポンプユニットが優秀省エネルギー機器「日本機械工業連合会会長賞」を受賞    
富山事業所がエネルギー管理優良工場「富山県知事賞」を受賞
精密軸受第二工場（富山）と軸受熱処理工場（水橋）が快適職場に認定
東富山中田工場が電気保安功労者表彰を授与

東富山事業所マテリアル事業部がエネルギー管理優良工場「富山県知事賞」を受賞    
エコドライブ運動への参加を表明、富山県から「エコドライブ推進優良メーカー」として表彰
暖房機、熱処理炉などの燃料転換により、ＣＯ2排出量削減を展開する

富山・滑川・東富山事業所がISO14001の3回目の更新審査を受け、認証を継続
CO2排出量の主たる管理指標を総排出量とする
国内グループ企業10社が「不二越　富山グループ」として更新審査を受け、認証を継続
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20010年度の実績と/2011年度の環境目標    

テーマ ２０１０年度　目標 ２０１０年度　実績 評価 ２０１１年度　目標ベンチマーク

環境に配慮した商品づくり
　環境配慮型商品　
　６商品以上認定

環境に配慮した商品づくり
　環境配慮型商品　　　
　９商品認定

環境に配慮した商品づくり
環境配慮型商品　　
７商品以上認定

環境に配慮した
商品づくり1

2

3

4

5

２０１０年度ＣＯ2排出量を
１０５千ｔＣＯ2以下

ＣＯ2排出量
１１５．９４６千ｔＣＯ2

（但し、重量原単位では
前年度比3.6％削減）

２０１１年度ＣＯ2排出量を
１１４千ｔＣＯ2以下

（重量原単位２００５年度比
２．９％削減）

地球温暖化と
エネルギー消費量
の削減

２００５年度比　２０％削減
地下水揚水量 　2937千t/年
工業用水使用量 1237千t/年
　　　　　合計 4174千t/年

２００５年度
排出量
111.8千ｔＣＯ2
重量原単位
1.034ｔＣＯ2／ｔ

２００５年度比　8.6％減
地下水揚水量 　2684千t/年
工業用水使用量 2085千t/年
　　　　　合計 4769千t/年

２００５年度比　15％削減
地下水揚水量 　2800千t/年
工業用水使用量 1634千t/年
　　　　　合計 4434千t/年

地下水・工業用水の
使用量削減

最終処分量（埋立量）を
１９９９年比　８０％削減

２００５年度
地下水揚水量：
3634千ｔ/年
工業用水使用量：
1584千ｔ/年
合計5218千ｔ/年

ー

ー

ー

最終処分量（埋立量）を
１９９９年度比　８３．７％減

最終処分量（埋立量）を
１９９９年比　80％削減

廃棄物の排出量削減
とリサイクルの推進

・環境負荷低減塗料使用の検討
・塗装以外のPRTR法届出物質の
 使用割合低減
・全製造部門における対象化学物質へ
 の体制構築(窓口､情報網､役割分担)

・環境負荷低減塗料使用実施
 （使用開始１件、他４件検討）
・使用割合低減実施
 （表面処理工程など）
・全製造部門体制構築完了（10部門)

・環境負荷低製品への切替テスト、
 条件（技術、費用）の把握
・環境負荷物質の管理指標（原単位）
 の把握
・製造部門における対象化学物質へ
 の体制を運用

化学物質の削減

・町内会との連絡会　２回／年
 工場周辺美化清掃  ３回／年
・環境教育の充実
 ｅラーニングを活用した教育プログラム構築
　　　　　　　　　　　　　  (一般用)
 エコドライブ運転講習会　２回/年(富山)
・環境情報の開示
 環境報告書の発行
 電子マニフェストの導入準備

・町内会との連絡会　２回／年実施
 工場周辺美化清掃  ３回／年実施
・環境教育の充実
 ｅラーニングを活用した教育プログラム
 一般用を構築、5月度テスト運用
 エコドライブ運転講習会　２回/年開催
・環境情報の開示
 環境報告書　　４月度発行(HP掲載)
 電子マニフェストの導入準備完了

・町内会との連絡会　２回／年
 工場周辺美化清掃  ３回／年
・環境教育の充実
 ｅラーニングを活用した教育プログラム構築
　　　                            (管理者用)
 エコドライブ運転講習会２回/年(東富山、滑川)
・環境情報の開示
 環境報告書の発行
 電子マニフェストの一部導入

環境に配慮した
街づくり、
人づくり

１９９９年度
12,1千ｔ/年

マテリアルバランス
資源、エネルギーの使用、廃棄物の発生などの状況を確認し、環境負荷の低減活動を推進しています。

インプット
原材料

当社・事業所
ISO14001適用範囲

開発・分析

資材・調達

生 産

物流など

鋼材
鋳物
希少金属

23.0千t/年
3.1千t/年
1.3千t/年

エネルギーなど
電力
燃料
各種ガス

173GWh/年
2567千R/年
2477千m3/年

用 水
地下水
工業用水

7.5千m3/日
5.1千m3/日

副資材など
塗料、シンナー
潤滑油
防錆油
洗浄油
油性研削液
水性研削液
熱処理油

139t/年
316千R/年
82千R/年
159千R/年
223千R/年
147千R/年
162千R/年

アウトプット

商 品
77.4千t/年

廃棄物（発生量）
産業廃棄物
一般廃棄物

5.09千t/年
0.12千t/年

排 水
19.4千m3/日

大気への排出

115.9千t-CO2/年

14.9t/年

CO2（総排出量換算値）

化学物質（PRTR届出）

達成 一部達成 未達成
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■ＧＳＸ ＭＩＬＬ 防振型 （ＧＳＸ ＭＩＬＬ ＶＬ シリーズ）
・従来品との比較で切削除去量あたりのCO2の排出量を２７％削減
・不等分割、不等リードの採用により振動を抑制し、高切り込み、高送りによる高能率加工を実現（加工能率、従来比５～１０倍）
・Ti・SUSと鋼用の２種類であらゆる被削材を最適に加工      
・耐熱性と平滑性に優れた新開発 GSX Ⅱコーティングの採用で長寿命

■GSX MILL ラフィング 
・従来品との比較で切削除去量あたりのCO2の排出量を１２％削減
・ニック形状の最適化で、耐チッピング性を大幅に向上溝加工からポケット加工まであらゆる加工で抜群の切削性能を発揮
・高い抗折力をもつ超微粒子超硬合金と耐摩耗性に優れたAlCrTi系複合多層膜の相乗効果により長寿命を確立
・最小径をφ4とし、使用範囲をφ4～16まで広げて汎用性を向上

環境に配慮した商品づくり（環境配慮型商品）

※1 従来品で1年間(2400h)加工した時と同一切削量となる加工時間

切削速度（m/min）
送り速度（mm/min）
電力量（kWh）
総加工時間（h）
年間電力量（kWh）
年間CO2排出量（ton）

従来品
65
510
0.366
2400
878
0.493

GSX MILL VL
130
1500
3.128

204 （※1）
638 
0.358

効果
-
-
-

▲2196
▲240
▲0.135

※1 従来品で1年間(2400h)加工した時と同一切削量となる加工時間

切削速度（m/min）
送り速度（mm/min）
電力量（kWh）
総加工時間（千h）
年間電力量（MWh）
年間CO2排出量（ton）

従来品
80
500
1.760 
2.4    
4.224 
2.370 

GSX MILL ラフィング
80
1000
3.106
 1.2 (※1)
 3.727 
 2.091

効果
-
-
-

▲1.2    
▲0.497
▲0.279

●CO2削減効果

●CO2削減効果

従来品 GSX MILL VL
0
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0.4
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t

●年間CO2排出量

ＣＯ２
27％削減
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ＣＯ２
12％削減
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●年間CO2排出量
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■高機能ホブ（Hyper DuAl SPホブ）
・従来品との比較で加工能率２倍、切削除去量あたりのCO2の
 排出量を25％削減 
・切削速度300m/minの超高能率加工や難削材で性能発揮
・従来品に対し、超高速ドライ加工で3～5倍の長寿命を達成

■省エネPQ制御ユニット
・高効率ピストンポンプをＡＣサーボモータで駆動することで、当社標準ユニットに比べて最大80%の省エネを実現 
・省エネで低発熱で、タンクの作動油量を低減（同等ユニットの場合：作動油量250→60Ｌ）
・21MPａ保圧時でも60ｄＢ(A)の低騒音を達成し、作業環境に優しい

環境に配慮した商品づくり（環境配慮型商品）

※1 21MPa保圧時　
※2 年間運転時間 ： 24（時間）×360（日）×0.9（稼働率）= 7776（時間）

●CO2削減効果（保圧状態が長い使われ方の場合）

運転時電力（kWh）※１
年間電力量（MWh）※2
年間CO2排出量（ton）

　従来品
 3.45
 26.827
 15.05

PQ制御ユニット
0.69
5.365
3.01

効果
 ▲9.8
 ▲21.462
 ▲12.0

従来品 Hyper DuAl SPホブ
0
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●加工能率の比較
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従来品 PQ制御ユニット
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●CO2削減効果

※1 生産数　20,000台/月

切削速度（m/min）
電力量（kWh）
総加工時間（h）
年間電力量（MWh）※１
年間CO2排出量（ton）

従来品
150
7.803
670
5.228
2.933

効果
-
-

▲335
▲0.766
▲0.722

Hyper DuAl SPホブ
 300

 11.766
 335

 3.942
 2.211

ＣＯ２
80％削減
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■新型ヘリカルブローチ盤

■短縮型比例弁
・自動車用自動変速機の制御に使用される、電磁比例減圧弁
・従来品から電磁部の長さ・重量を30%低減し、全体として50gの軽量化を達成
 軽量化により、自動車の燃費※1を改善し、CO2発生を低減
・圧力制御精度を従来以上に高めたことにより、システムを常により最適な状態に保つことで、
 低燃費化を実現し、CO2の排出量を削減

環境に配慮した商品づくり（環境配慮型商品）

C
O
2
排
出
量

・電力使用量従来比５２％低減、年間CO2排出量　２３．7トン削減
・従来機に対し設置床面積６９％縮小、機械重量３２％の軽量化を実現
・ワーク搬入時のテーブル高さが低いため、踏み台なしでレイアウトが可能
・従来機に対し加工速度が２３％アップし、サイクルタイムの短縮に貢献

※１ 10%の車両重量低減により６％の燃費向上が望めます。

従来機 新型ヘリカルブローチ盤
0

15

20

30

40

45

10

5

25

35

50
t

●年間CO2排出量

ＣＯ２
52％削減

1日稼働時間：１６ｈ　1月稼働日数：22日　
月当たりのサイクル数は従来機に併せて23466回とする

サイクルタイム（分）
1サイクル消費電力（kWh）
年間電力量（MWh）
年間CO2排出量（ton）

従来機

 0.9
 0.29
 81.66
 45.8

新型ヘリカルブローチ盤
 0.8
 0.14
 39.42
 22.1

 ▲0.1
 ▲0.15
 ▲42.24
 ▲23.7

効果
●CO2削減効果
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化学物質の削減

　軸受・カーハイドロリクス部門はELV指令、また軸受・マテリアル部門はRoHS指令に該当する製品があり、これらの規制
に対応した調達を行なっています。
　2007年度から、本社調達部門では、規制には該当しない製品についても、RoHS指令規制対象物質を含まない部品
の調達を優先的に進めています（月3件以上）。
　従来からとり組んでいる環境負荷の低い製品の導入などと併せ、2010年度末時点で累計537件のグリーン調達を行
なっています。

グリーン調達の推進

事業所名 管理物質
番号 化学物質名 CAS番号 取扱量 大気への

排出量
水域への
排出量

廃棄物の
排出量

富山事業所

滑川事業所
東富山事業所

（軸受・油圧事業部）

東富山事業所
（マテリアル事業部）

【金属溶解工程関連】

63
227
227
63
227

63

68
100
311
346

キシレン
トルエン
トルエン
キシレン
トルエン

キシレン

クロム及び３価クロム化合物
コバルト及びその化合物
マンガン及びその化合物
モリブデン及びその化合物

1330-20-7｠
108-88-3｠
108-88-3｠
1330-20-7｠
108-88-3｠

1330-20-7｠

－
－
－
－

4,710 
4,610 
2,870 
1,140 
4,920 

3,870 

－　 
－　 
－　 
－　 

1,500 
4,600 
2,800 
1,090 
4,900 

30
 
0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 

0
 
0 
0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 

0
 

2,210 
340 
2,020 
1,480 

　２００５年6月の洗浄剤ジクロロメタンを最後に塩素系溶媒の全廃を達成しました。加えて、現在は資材としてとり扱う
PRTR対象化学物質の届出物質数を２００２年度： 12物質から2物質（キシレン、トルエン）に削減しました。
2物質の多くは塗料および洗浄油（灯油）に含まれるものです。

改正ＰＲＴＲ法への対応
　2008年11月に改正され、指定物質の削除・追加が行なわれました。2011年度からの施行に対応するため、調達先に
更新されたMSDS（製品安全データシート）などの情報提供を依頼し、社内登録データの見直し・再登録を行ないました。こ
れによりひき続き化学物質の取扱い量の適正な把握に努めます。

※ＰＲＴＲ法：特定化学物質の環境への排出量の把握等および管理の改善の促進に関する法律
（1999年7月公布，2000年4月施行）
ＰＲＴＲ（Pollutant Release and Transfer Register）：環境汚染物質排出移動登録
行政報告：ＰＲＴＲ法第１種指定化学物質３５４物質（含有量：１％以上、取扱量：１ｔ／年以上）

集計期間  
職場グループ
管理物質グループ
取扱量

2009年4月1日～2010年3月31日 
富山・滑川・東富山事業所 
PRTR法（第1種） 
1000kg以上 

（単位: kg）
●２００９年度ＰＲＴＲ　集計表
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公害防止のとり組み

富山事業所 

ガス燃焼ボイラー

100ppm

0.08g/Nm3

液体燃焼ボイラー

180ppm

0.15g/Nm3

おもな測定項目

硫黄酸化物（SOx） 

窒素酸化物（NOx） 

ばいじん 

ボイラー

130ppm

0.10g/Nm3

電気炉

- 

0.10g/Nm3

加熱炉

150ppm 

0.20g/Nm3 

富山県大気環境管理計画に従う

東富山事業所（マテリアル事業部） 

水素イオン濃度（pH）   

生物化学的酸素要求量（BOD）   

浮遊物質量（SS）   

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類）   

溶解性鉄含有量   

クロム含有量　　　　　　　　   

シアン化合物（シアンとして）　　  有害物質

おもな測定項目 協定値

 

6.0～8.0

20

50

3

3

0.5

0.1

自主基準値

 

6.5～7.8

16

25

3

1.5

0.25

0.05

実績値

富山事業所（正門北側排水）

約7000m3/日

7.2～7.4

2.0～8.6

2～5

0.3～2.0

＜0.1＊

　＜0.04＊ 

 ＜0.01＊

東富山事業所（マテリアル）

約6000m3/日

7.2～7.7

＜0.5＊～3.2 

2～6 

＜0.1＊～1.5 

＜0.1＊～0.4

 ＜0.04＊

- 

 

昼間 

朝夕 

夜間

規制値1

70

65

  60＊

時間帯 規制値2

65 

60 

55 

　法規制に加え、富山事業所と東富山事業所（マテリアル事業部）は富山市と公害防止協定を結んでいます。
　これらの2事業所では、排水・排気・振動・騒音において法規制と同等以上の協定値を設定し、定期測定および富山市
への報告を行なっています。
　また、滑川事業所も同様に滑川市と包括的な公害防止協定を結んでいます。

・硫黄酸化物（SOx）、窒素酸化物（NOx）、ばいじんなど
　工場では、ボイラーや加熱炉から硫黄酸化物（SOx）、窒素酸化物（NOx）、ばいじんなどが発生します。装置の日常点
検に加え、定期的に排気の分析を行なって、規制基準を超えないよう監視しています。
　富山事業所は排出ガス量4万m3/時間未満、東富山事業所（マテリアル事業部）は同4万m3/時間以上の特定工場で
す。ともに有害物質の特定施設はありません。

・VOC（揮発性有機化合物）規制
　塗料や洗浄油に含まれる一部の物質はVOCとして大気に排出されます。

　法に該当する規模（10万m3/時間以上）の設備はなく、VOCを排出する設備は年１回の自主測定を行なっています。

　いずれの設備も法基準値の700ppm-Cを超えるものはありません。

＊協定値 
規制値１：富山事業所北側、東富山事業所〔マテリアル〕東西南側
規制値２：富山事業所東西南側、東富山事業所〔マテリアル〕北側

＊検出限界値未満

敷地境界線での法規制基準値

●大気汚染防止

　富山事業所が排水量1万m3/日以上、東富山事業所（マテリアル事業部）が同1万m3/日未満の特定工場です。ともに

有害物質の特定施設があります。

　排水に含まれる主な環境負荷物質は油分ですが、発生源対策に加え、排水中の微量油分を油水分離槽や吸着マット

で回収処分しています。その他アルカリ性、鉄を多く含む廃液は中和凝集などで適正に処理後、排出しています。

●水質汚濁の防止

　富山事業所と東富山事業所は住居地域と隣接しており、敷地境

界線での定期測定、および市への報告を行なっています。      

　なお、法による測定義務はありません。

●騒音振動の防止

・富山市との協定値

2010年度の排気ガス基準の逸脱はありませんでした。

2010年10月、規制対象物質ではありませんが、東富山事業所（マテリアル事業部）において水酸化マグネシウムが排水に混入、

速やかに再発防止等の対策は実施しました。今後、同様の事態が発生しないよう努めていきます。

 （単位: mg/R）

（単位: デシベル）

  8:00～9:00

22:00～翌日6:00

  6:00～  8:00、
19:00～22:00
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第7回環境改善活動発表会

環境に配慮した街づくり・職場づくり
　事業所周辺地域の清掃活動や近隣町内会との連絡会、工場見学などをとおして、地域社会とのコミュニケーション
を深め、共生をはかっています。
　また、環境教育を行ない、従業員の環境に対する意識を高めています。

環境関係の資格取得者数（2011年1月現在）

　２０１０年3月24日、第7回環境改善活動発表
会をＫｏｈｋｉ Ｈａｌｌでひらき、佐々木常務をはじめ各
部門の事業部長・製造所長・環境推進責任者、
グループ会社などから119人が出席しました。
　5部門が環境改善活動の成果を発表し、佐々
木常務は「これらの活動は環境負荷を低減する
ばかりでなく、コスト削減やリスク低減にも効果を
出している。現在、企業のCO2排出量削減の社
会的責任が厳しく問われている。環境に対する
考え方の強化と順法性のチェックを確実に進め
たい。環境改善に終わりはなく、さらに改善を進
め積み重ねていく」とあいさつしました。質疑応答
では活発な討議が行なわれました。

環境に配慮したとり組みを学ぶ

資格の名称

公害防止管理者（大気）

公害防止管理者（水質）

公害防止管理者（騒音）

公害防止管理者（振動）

公害防止管理者（ダイオキシン）

電気主任技術者（２種、3種）

エネルギー管理士

エネルギー管理員

環境計量士（濃度）

一般計量士

作業環境測定士（１種）

取得者数

17

27

24

19

6

13

11

4

3

1

4

登録必要数

4

4

4

6

1

3

資格の名称 取得者数 登録必要数

4

-

1

1

2

1

2

3

『環境に配慮した商品づくり　環境配慮型商品の開発』 

『エアー漏れ対策によるコンプレッサー電力の縮減』

『環境配慮型商品の商品化及び、拡販事例
～インバータ駆動省エネ可変ポンプユニット～』 

4

5

『廃棄物管理のとり組み』    

『省エネ設備づくりのとり組み　-内面研削盤IGC-90-』

ロボット製造所　産廃ワーキンググループ　

㈱ナチマシナリーエンジニアリング　NME技術グループ　

・発表プログラム

（単位： 人）

工具技術部　RT開発室　　

軸受製造所　生産技術部　　

油圧製造所　技術二部バルブ・システム設計　
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 環境に配慮した街づくり・人づくり

理解度テスト画面                                 eラーニングの学習画面

環境教育の充実
　環境保全についての理解を深めるため、新たな環境教育をとり入れました。
インターネットを通じて、社員が自分のレベルに合わせた学習ができます。
　２０１０年度からテスト運用を開始し、2011年度は新人管理者用を整備して運用を開始する予定です。

eラーニングのとり組み

　2010年7月31日、富山事業所において、不二越ふれ
あいフェスタを行ないました。このフェスタは、社員と家族
の交流をはかり、会社に対する理解と社員のモチベー
ション向上を目的に、2年に1回開催しています。
　今回は、地域共存の一環として、近隣住民の皆さんに
も会社施設を一部開放。会社の事業内容や工場の雰囲
気を知っていただき、今後の事業活動への理解と協力を
お願いしました。当日は、炎天下にもかかわらず658人が
訪れ、模擬店やバザーの売り上げは、労働組合を通じて
富山県下の福祉施設へ寄付しました。

地域住民とのコミュニケーション

模擬店の様子 環境保全へのとり組みをパネルで紹介

ロボットの動きを興味深く見つめる子供達
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 環境に配慮した街づくり・人づくり

排出ガスを出さない電気自動車

富山県環境文化部殿の講演講習会の資料

　２０１０年8月9日、富山県生活環境文化部から講師を迎えて、エコドライブ講習会をKohki Hallでひらきました。150人がエ
コドライブの具体的な方法を学び、環境にやさしい運転をすることによって、どの程度燃費が向上し、タイヤの長寿命化
や事故の減少につながるかを教わりました。講習会は、2010年1月にひきつづき8月が2回目。当社は、2009年10月に
富山県からエコドライブの推進優良事業所として表彰を受けており、今後も、定期的に講習会などをひらいて、社員の
環境への意識を高めていきます。

環境に優しい運転 エコドライブを学ぶ

　２０１０年9月から、当社の社有車に電気自動車を導入しました。マスメディアではよくとりあげられていますが、関心は
あっても高価格、走行距離の短さなどから、社員の中で購入は進んでいません。社員への利用を促すことで、エコドライ
ブや環境保全に対するモチベーションの向上につなげています。

充電中のアイ・ミーブ　フル充電で約100km走行可能

株式会社 不二越  生産統括部安全環境室
富山市不二越本町1-1-1　〒930-8511
Tel.076-423-6573　Fax.076-493-5216
http://www.nachi-fujikoshi.co.jp/
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